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　人は身体で生きる以上、どうしようもなく自己中心的であ
りながら、どうしようもなく共同的にできています。一見、
矛盾して見えますが、それが裏表となって張り付いているこ
とを「両義性」と呼ぶ哲学者がいます。難しいことを言って
いるように聞こえますが、簡単に言えば、人は皆突き詰めれ
ば「一人を生きる」しかない存在でありながら、同時に人は
どんなに頑張っても「一人では生きられない」存在だという、
その矛盾を生きているのです。
　ただ、「一人で生きる」しかないという部分は、物理的に
人同士が身体で切り離されていることから、誰にとっても同
じですが、「一人では生きられない」という部分について言
えば、人同士の共同性や関係性は人間の脳に仕組まれたメカ
ニズムに支えられています。ですから、それがうまくいくこ
とも、うまくいかないこともあります。結果として、対人関
係を読み取るのが得意な人がいたり、苦手な人がいたり、あ
るいは集団づくりを積極的にやる人がいたり、逆にその集団
の場になじみにくい人がいたり、人は皆多様です。
　本来なら、そうした多様な人を、そのありのままに自然に
包み込む共同性があればいいのですが、今という時代はそれ
が難しくなっています。「発達障害」などという用語がまん
延して、まるでそれを治さなければまともに生きていけない
かのような雰囲気が子どもの現場に広がっているのは、私に
はむしろ「時代の病理」であるように見えます。とすれば、
治すべきは子どもの側の「障害」ではなくて、私たちの「共
同」のあり方であるということになるはずですが。

（前川西市子どもの人権オンブズパーソン　浜田寿美男）

多様な人を包み込むために
治すべきは私たちの「共同」のあり方

人は矛盾をはらんだ両義的な存在

事例　昨日、「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知ら
せ」と書かれたハガキが「法務省」から届きました。「契約
会社から訴状が提出され、裁判取り下げ最終期日を過ぎる
と訴訟になる」と書いてあります。さらに「連絡しないと
原告側の主張が認められ、給料や動産、不動産の差押さえ
になる」とも書いてあります。今日が「最終期日」になっ
ています。今日中に連絡した方がいいですか？裁判になる
のは怖いです。どうすればいいですか？（70 歳代　女性）

　これはハガキによる架空請求の事例です。決して電話し
ないでください。「法務省管轄支局 国民訴訟通達センター」

「民事訴訟管理センター」など行政機関のような名前で届き
ます。「契約不履行による民事訴
訟になる」「執行官立合いの元、
強制的に履行する」など、法
律用語を使って不安をあおり、
ハガキにある連絡先に電話を
かけさせようとするもので
す。連絡をすると、「弁護士
を紹介する」「裁判取り下げ
費用がかかる」などと言っ
て、高額な費用をだまし取
ろうとします。
　不安に思ったときは消
費生活センターにご相談
ください。

「法務省」などの行政機関を名乗った
ハガキによる架空請求

市内で架空請求の相談が急増！

人権啓発シリーズ

食と育つ

レシピ　市学校栄養担当者会

●材料　４人分
【具】牛肉 200㌘、カボチャ・ニンジン 各 120㌘、タマネギ 250㌘、

ズッキーニ 60㌘、ナス 90㌘、ショウガ・ニンニク 各ひとかけ
【ルウ】小麦粉・バター 各 40㌘、カレー粉 大さじ１
【調味料】ウスターソース・濃口しょうゆ 各大さじ２、ケチャッ

プ 大さじ１、赤ワイン 小さじ１
【その他】サラダ油 適量、水 500cc

熱量（おとな１人分。ご飯除く）：573㌔㌍、塩分：2.4㌘
●作り方
➊牛肉、カボチャは一口大、ニンジンはいちょう切り、タマネ
ギはくし切り、ズッキーニとナスは半月切り、ショウガとニンニ
クはみじん切りにする。
➋バターで小麦粉を炒め、まとまったらカレー粉を加える。半
量の水を加え、水でのばしカレールウを作る。
➌別の鍋にサラダ油を熱し、ショウガ、ニンニクを炒める。香
りが立ったら、牛肉、ニンジン、タマネギを炒める。
➍残りの水と残りの野菜を入れる。柔らかくなったら、調味料
とルウを加えて煮込む。

一から手作り学校給食の人気レシピ

夏野菜カレー

保健センター
（758）4721

おとなも子どもも
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Generic drugsジェネリック医薬品で
家計の負担を軽減

医師と薬剤科が連携し
安価で効果のある薬物療法を推進

市立川西病院の今 市立川西病院
（794）2321

薬剤科　大槻裕朗薬剤長
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架空請求
ハガキの一例
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